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英学禁明期における英文法書に関する一考察
一斎藤文法に至る ParticipialConstructionの概念、訳語の変遷について一

佐古敏子

1. はじめに

今日、「学習英文法」として定着した文法用語が斎藤秀三郎『新標準英文典1』にみる訳語に

負うものであることは周知のところであるが2、我が固において、こうした英文法体系の研究

を志したのは、はたして、いつごろのことであろうか。

本稿では、研究対象を英学翠明期3に絞り、英学の所産ともいうべき訳述英文法書にみる概

念、訳語に纏わる変遷を辿ることで、斎藤文法に至る英文法体系研究の経緯について考察する。

文法用語のうち、筆者はも出稿の中で4、verbs周辺、ことにparticiplesとgerundを調査対象

に絞り、その概念、訳語に係る変遷、ならびに「（現在／過去）分詞」「動名詞」なる現用語の

訳述起源について、さらに、訳述の際、依拠したであろう原書を究明すべく、検証を試みた。

結果、我が国で初めて participlesに「分詞j、gerundに「動詞（状）名詞」あるいは「動詞

（上）名詞」なる訳語が用いられた英文法書（英文典）が明らかとなった。それは『英文典宇

類』で、あった。また、その底本とされるのは『英吉利文典』（俗称『木の葉文典』）のみでなく、

訳述者、足立梅景が依拠したで、あろう原書について、筆者はその例文（句）の一致から『ピ子

ヲ氏原板英文典」の可能性を加えたいと考え、これを結論とした。

しかし、上記の検討過程において、現用語participialconstructionにあたる概念、訳語に関

する変遷については調査が及ばなかった。よって、本稿の意図はparticipialconstructionを中

心に、その概念、訳語の推移を調査、検討することにある。くわえて、斎藤秀三郎の英文法書

において、初めて我が国で用いられ、定訳となったとされる「分詞構文」なる現用の訳語にか

かわる訳述起源についても明らかにすべく、探究しようとするものである。

2. 先行研究の現況とその問題点

英学繋明期における訳述英文法書について内容的考察に特化した研究、ことにverbsあるい

は、 verbs周辺（verbal等）に係る概念、訳語、ならびに例文（句）などの内容に踏み込んだ

研究となると、筆者が検討した限りでは、井田好治（1968）、杉本っとむ（1993）、伊藤裕道

( 1998）、水野修身（2001）、そして朱鳳（2009）各氏、くわえて和蘭文法、日本語文法との

関連を視野に入れ、調査するも、岡田和子（2006）そして飛田良文（2008）両氏の限られた

実状を確認する結果となった50

さらに、その中にあって、当該期における各訳述英文法書と、それぞれの底本、あるいは底

本であろう（以下、底本と記す）とされる各原書との照合に関しては、いずれも多くはなされ

ていないことから、本稿では、訳述英文法書と原書の両者における異同の有無を注視すること

に重きを置き、 participialconstructionに関する解説、例文（句）について検討を行う。

1木書は、日木人英学者による「学宵英文法」として、初の完成版とされる英丈法書。『新標準英丈典（上）』同

じく『（下）」があり、共に、改新再訂版、吾妻書房、 19500

2斎藤の英丈法書に閲する伊藤氏（2000）による評価を以下に示す。

伊藤裕道「刊行 100年斎藤秀三郎PracticalEnglish Grnmmar(1898-99）を読むJ（『H本英語教育史研究」
第 15号、 H本英語教育史学会、 2000)pp.113-1320 
I日木人による木格的丈法書として初めて登場し、（筆者により中略）今日の英丈法学宵にも、斎藤文法

（用語）が脈々と受け継がれてし、る」

3 I英学禁明期」の定義については諸説あるが、定宗数松『日木英学物語』（三省堂 1939）によれば、

「フェートン号事件（1808）からグイド・フルベッキ等が教鞭をとる開成学校設立（1870七日に至るまで」

を「英学繋明期」と区分する。 pp.9-370 

4 I幕末・明治初期の英丈典における一考察 Gerundの概念と訳語について （研究ノート）」（『洋学』 第
二十一号、洋学史学会、 2014年）0 pp.269-2940 

5各先行研究の詳細については、本稿［参与文献］を参照されたい。
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3. 本研究の対象と方法

具体的には、現用語participialconstructionに関する解説に加え、例文（句）の変遷に関す

る一連の流れを把握する必要から、筆者は、まず、英学繋明期にみる各訳述英文法書と、その

底本とされる原書とを併せ、これを編纂、あるいは刊行された年度順に分類の上、それぞれの

原文より verbal、ことに現用語participialconstructionにあたる概念、訳語、例文（句）な

どの当該箇所を照合する。両者聞における異同の有無、ならびに、その要因について調査を行

い、さらに、概念、訳語の推移について検討を加えたい。

4. 英語史にみる ParticipialConstructionにかかわる定義について

本研究対象とした英学繋明期の訳述英文法書を調査するにあたり、当該期の英語史における

verbalことに participialconstructionに纏わる定義について、いささかの把握が必須と考え

る。よって、ここでは、その手がかりとしてスウィート（HenrySweet) (1891)6から、古英語

期（OldEnglish period）の英文法書（原書）にみる participialconstructionに関する概念、

定義について概観したいと思う 70

4. 1. ENGLISH GRAMMAR LOGICAL AND HISTORICAL (1もも1: 11も117) 
The gerund, seeing as in I remember seeing him, is a noun-verbal, the present 
participle, which has the same form, being an adjective-verbal, running as in 
runn1刀gwater. The simple participles are the present active participle, such as 
seeing, running in sθθing a crowd, I stopped, and I saw him runm刀gto catch the 
train, and the preterite passive participle, such as called, thrown in a boy called 
John, I saw him thrown out of his trap. There are periphrastic participles, such as 
（中略） the present passive participle bein!!" seen in not bein!!" seen bv anv one. he 
escaped. 

スウィートによれば、 gerund「動名詞」とは、例文 (Iremember see1刀ghim.）の see1刀g

にみる noun-verbal 「名詞的準動詞」であり、その形態が同じである presentparticiple 「現在

分詞」とは、例句 （runningwater.）の runningにみる adjective-verbal「形容詞的準動詞j

としている。

また、分詞には、 simpleparticiples「単純分詞」があり、これには例文 （seeinga crowd, I 
stopped.あるいは、 Isaw him runningto catch the train.）における seeingやrunningとし、
ったpresentparticiple 「現在能動分詞」あるいは、例文 (Isaw him thrown out of his trap.) 

における thrownのようなpreteritepassive participle 「過去受動分詞」があるとしている。

さらに、こうした simpleparticiples「単純分詞」のほか、通常、 2語以上で示された分詞

periphrastic participles「迂言的分詞Jがあり、例文 （notbeingsθen by any one, he escaped.) 

における beingsθ四のようなpresentpassive participle 「現在受動分詞」がこれに当たると

する。

しかし、ここでは、分詞句をなす分詞の語数により simpleparticiples「単純分詞」あるい

は、 periphrasticparticiples 「迂言的分詞j があることを明記しているものの、現代の

participial construction 「分詞構文」に纏わる範曜について、スウィートは一切触れていなし、。

したがって、「原因・理由」「条件」「時」「付帯状況」といった意味機能に関する解説も確認で

きない。くわえて、従位接続詞を用いて同義の面｜｜詞節に書き換え可能であるとした点について

も触れていないことから、現代の construction「構文jとしての組織化が、当該期にあっては、

まだ、十分には行われていなかったことも推測できょう。

以上、スウィート（1891）の見解について概観したが、その調査結果を踏まえ、次に、我が国

の「学習英文法」として定着した、先の斎藤秀三郎の英文による文法書（1898-99)8ならびに、

(iHenry Sweet, ENGLISH GRAMMAR LOGICAL AND HISTORICAL, Oxford, 18910 
7引用に際し、文法用語をさす太字、例文（句）等に施した下線、あるいは、原文の解説が長きにわたる場介、

筆者により適宜、省略の上、これを（中略）等とした。

8HIDESABURO SAITO, PRACTICAL ENGLISH GRAMMAR, Kobunsha Pub. Co. Ltd., TOKYO, 1898.木
書は我が固においてH本人により初めて英語で、書かれた英文法書とされる。
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和文による文法書（1949)9から、 participleあるいは、 participialconstructionの当該箇所を

引用の上、検討する。

4. 2-1 PRACTICAL ENGLISH GRAM!倒R (1898-99:415) 

The Particinial Construction is a brief and elegant way of joining an 
introductory statement to the principal statement. The Participle in the 
construction is grammatically parsed as a Verbal Adjective qualifying its 
Noun, but is really equivalent to a Verb and Conjunction. 
The warriors disguised themselves as women, and gained ready 

admittance. 
The warriors, dis.!!uisimrthemselves as women. gained ready 
admittance. 
He saw me, and ran away. 

金主Qgme,he ran awa早

本書で斎藤が挙げた例文（Thewarriors, d1汐~guisingthemselves as women, gained ready 

admittance.ならびに Seeingme,he ran away.）における disguisingあるいはSeeingは、通
常simpleparticilple「単純分詞j として扱われるものである。

いずれの分詞句も、意味機能の視座においては、まさに現代のparticipialconstruction「分

詞構文」の例に相当するものであり、上にみる「実際のところ、動詞と接続詞を兼ねた働きを

する」（butis really equivalent to a Verb and Conjunction.）の付注（太字は筆者による）か

ら、当該期にあって、斎藤がその概念をすでに、的確に把握していたことも、あわせて確認で

きょう。

さらに、ここで注視すべきは、斎藤が示した用語が現用語のparticipialconstructionと明記

されている点であろう。 participlesを含んだ単なる「分詞句」と区別し、斎藤はこれを

construction 「構文」と捉えている。分詞が節に相当する際、元来の動詞の意味に加え、その

構造も保持していることを斎藤が、すでに認識していたことで、これに construction「構文」

なる語を用い、区別したのではなし、かと推察する。

筆者が調査した限り、我が国の文法書のうち、 participialconstructionなる文法用語（英語）

が初めて用いられたのが斎藤による本書であろうと考える。となれば、斎藤が著した上掲書の

うち、後者（1949）の中で、斎藤は participialconstructionに、如何なる訳語を与え、どの

ように扱ったのであろうか。当該箇所を筆者により要約の上、これを以下に示す100

4. 2-2『新標準英文典（下）』（1949:450)

Participles （分詞）の用法。 Participles （分詞）には用法が四つある．

( I ) Adjective （形容詞）として： I saw a man writing at the desk. 

( II ) Participial Construction （分調構文）として：－ Jtritin.!! something on a niece 

単且陛r,_hegave it to me. 
（皿） Complement （補語）として： He sat writ1刀g.I found him writing. 

(N) Finite Verb （有主語動詞）の一部として： （筆者により後略）

ここでは、 participlesの用法を 4分類とし、（II ) Participial Constructionにおいて、そ

の例文（Jtritingsomething on a piece of paper, he gave it to me.）は、前者（1898-99）のそ

れとは異なっているものの、今日、定訳となった「分詞構文jが確認できる110 我が国初の英

語による文法書と称される上掲書（4.2-1)で、 participialconstructionなる文法用語が初め

て用いられたと同じく、筆者が調査した限り、訳語「分詞構文」が初めて用いられたのも、斎

藤による本書であろうと推定するものである。

9斎藤秀三郎『SAITO’SNEW TEXT= BOOK OF ENGLISH GR品 1MARVOL.II斎藤新標準英丈典下』吾
妻書房、 19490本書では各例文に和訳が附されているが、生存者によりこれを省略した。

10木書では、各例文に和訳が附されているが、同じく、筆者によりこれを省略した。

11例文については、ほかにThewicked men saw the officer, and ran off. , The wicked men, seeing the officer, 
ran off.）の例もみる。上掲書（脚注8)pp. 451 ・4550 
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さらに、斎藤が創出した本書における訳語については、一部、現用の文法用語でないものが

みられるものを除き、異同がほとんどみられない点で、こうした文法用語が定訳となり、今日、

斎藤文法が「学習英文法」として定着したと称される所以であろうと考える120

5. Participial Constructionの概念と訳語に関する変遷

ここでは、訳述、編纂あるいは、版行年度順で筆者が6区分した各訳述英文法書とその底本

であろうとされる原書における異同の有無に重きを置き、その訳述起源を探究する。よって、

各区分ごとに、両者の詳細な照合が必須と考え、訳述英文法書に先行して、まず原書から、順

次、検討を行う 130

5. 1『詰厄利E語林大成』について

5. 1. 1 Groot Woordiθ＇nboek dθr Eng，θ／scheθn Nediθrduytschθ Taalθd4 (1735:70-71) 
Participles participate of Verbs, and are used and declined as Nouns, Adjectives, 
（筆者により中略）as, the workingman, the sow1刀gwornan,the destroyingpeople, 

a [sic] or the beloved man, the pn刀tedbookI5.

participlesについての定義が確認され、その例として、現在分詞、過去分詞が挙げられてい

るものの、すべて形容詞の限定用法としての例であり、叙述用法、あるいは、今日の「分詞構

文j にあたる記述はない。したがって、その例も確認できない。

5. 1. 2『詰厄利E語林大成』 16 ( 1814) ［十一丁裏］
塾董璽（筆者注：現用語「分詞J）は、多くは～ingを添て以て動詞の如くに訳して

還って虚静詞の如くに使用せるものにして昼董宣（同：形容詞）の如くに為すもの

なり又動静詞上に又は anthe等の冠詞を附して、其下に実詞を置かざるときは、

則 其動詞変じて、実調（同：現用語「名詞」）となるなり 誓へは尋ヌル寸（筆者注；

こと）思フ寸等の如く 其尋ね、或は思ひの 所為を現はすものなり（中略） その使

用の次序に因って種々の変化をなすが故に反って煩しからん嫌ずればなり 17 （仮

名遣いは筆者による）

底本とされる1s5_1. 1 Groot F佑ordθnboekdθr Eng.θ＇lsche en NederduytschθTaal enの当該

箇所と照合すれば、そこには、現用語の「分詞」に当たる「動静詞」に纏わる定義が確認でき、

上述の 5.1-1と5.1-2のそれがほぼ一致していることから、本書『語林大成』が確かに原書5.1-1

12今円の学校英文法との異同がみられる点として、 DativeVerbs 「輿格動詞Iを「授与動詞Iとする点、また、
Impersonal Verbs 「いわゆる非人称動詞」が今日では動詞分類としてではなく、 I非人称it構文」で扱われ
る点が挙げられよう。

13原書を先行して検討するも、本稿の調査対象が、我が固における訳述英文法書であるため、参考会とすべく原

書の引用箇所が長きにわたる場介、生存者により適宜、省略の上、最小限の引用に憎めた。

14W. Sewel, Groot Woordenboek der Eng，θ＇lsche Taal.θ＇n, Amsterdam, 17350 
木書は［DutchGrammar】ど［DeEngelsche Spraakkunst］の二部構成であり、ここでは後者からの引用
である。各品詞について概念、例文（句）について蘭語と英語による刻訳となっているが、竿者により、蘭

語を省略する。

15木書では、単数形の名詞について6種（順にNom.,Gen., Dat., Ace吋 Voe.,Abl.)の格変化形を含む分詞句の
例を挙げているが、ここでは、それぞれ、 Nom.（主格）に纏わる 1例を列挙するに留めた。
16本木正栄、馬場貞歴等詩編『詰厄利亜語林大成」文化 11年（1814）。
17「語林大成』は各英単語にオランダ語が処々に添えられる点で、 I英蘭日三か国語対訳辞書」ともいえるが、

その「凡例」では、動詞に纏わる文法用語、及び、例文（句）はすべて、 H本語で表記され、原語による記
載がない。

18井田好治 I長崎原木『詰厄利亜興学小笠』「詰厄利亜語林大成』の研究」（「長11崎原木研究と解説』日木英学

史料刊行会編、大修館書店、 1982）において、以下の指摘をみる。 pp.78-790
「正栄が、詰厄利亜学草創の業に励んでいたころ舶載されたもので、 I詰）匝利亜国釈辞書原明和蘭国ウヰ

ルレムセウヰル撰増訳引書」がある。（以下、筆者により中略）当然のことながら、セウエルの品詞分

類法もまた『語林大成」と完全に一致するわけである」。
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に依拠したといえよう。しかし、その例（句）については、大きく異同がみられる点で、 5.1-1

の底本が本書5.1・2とは断定しがたいのではないか。筆者はほかに依拠した原書の存在も否定

できないように思う。

5.2『英文鑑』について

5. 2-1 English Grammar19 (1822:75) 

The participle is a certain form of the verb and derives its name from its 
participating, not only of the properties of a verb, but also of those of an adjective ; 
as，“I am desirous of knowing him，”“admired and avvlauded he became 
vain ”；“Hai力U!finished his work, he submitted it." , &c. 

participleなる語が動詞と形容詞の性質を持ち合わせることに由来し、 3種に分類されるこ

と。くわえて、その定義についての記述も確認できる。また、その例として Iam desirous of 

knowing him. （筆者注：現用の「動名詞J）に加え、 admiredand applauded, he became vain 

（同： Havingbeen、あるいは、 beingが省略された現用の「受動態の分詞構文」）、さらに、

Having 0・nishθdhis work, he ... (IPJ：現用の「完了形の分詞構文j と解される）も確認できる

が、ここに、 participialconstructionあるいは、それに相当する用語は宛がわれていない。

5. 2-2 Eng1θI sche Spraakkunsf-0 (1829: 54) 

De deelwoorden worden aldus genoemed, omdat zij deel hebben aan de 
beteekenisen den aard der werkwoorden en ook der bijvoegelijke naamwoorden, 
als; I am desirous of主互Q!::E;望g him, Ik hen begeering hem te kennen. 
Admired and avvlaud，θd he became vain, Bewonderd en toegejuicht, werd h討
trotsch. 

本書はEM. Cowanが5.2-1品1gl1’shGrammarを底本として翻訳したとされる。 5.2-1.で

は、 participleの定義としてtheproperties of a verb, but also of those of an adjectiveとして

いるが、本書の中で、 Cowanはその定義を werkwoordenen ook der bijvoegelijke 

naamwoordenとしている点に注視したい。例もほぼ同じであるが、前者（5.2-1）で、みた HaVI刀g

d刀ished... （現用の「完了形分詞構文」）の例が本書にはない。 Cowanの判断によるものなの

か、あるいは、版の違いによるものなのか、詳細な調査が必要となる。

5. 2-3『英文鑑』 21 (1840-41）「上編巻之六」［二員三位五様六時 四頁］

寛説様トハ 二員三位ヲ定メスシテ事ヲ汎言スルナリ 分領辞モ亦此ニ属ス 是源

ヲ動辞ニ取り 添名辞（筆者注：現用語「形容詞J）及ヒ添穿辞（同：「副詞J）ノ義

ヲ兼領スルカ 故ニ此名アリ 其用法左ノ如シ

I am desirous of know1刀ghim, 我レ欲セリ ヲ知ランコト彼レヲ

Ik ben begeering hem te kennen. 
Admired and avvla uded. he became vain, 

驚嘆サレ且コエヲ揚ゲ称賛セラレテ彼レハナリシ倣慢ニ

Bewonderd en toegejuicht, werd h討trotsch.

19Lindley Murray, English Grnmmar, London, 18220 
20F.M.Cowan, Engelsche五iprnakkunst,Amsterdam, 18290 
21渋川敬直謹述／藤井資補言l『英文鑑」天保 11 12年（1840 41）。
「英火；鑑』では品詞をさす語に I詞」をゲ巳がうのではなく、動詞分類は総て I辞」なる訳語で示す。木稿の

研究対象どした、英学繋明期における各訳述英文法書に用いられたそれとは大きく具とするところであり、

調査した限りではあるが、この訳語はほかに確認できない。渋川によるく文法用語〉の特異性（「動詞Iを「動

辞」ど訳出する等）がここでも認められるが、杉木氏も以下の見解を示す。杉木っとむ『英文鑑 資料ど研

究 』ひつじ書房、 1993年。

「蘭学の伝統でほぼ定着したと思われる文法用語がここにみえないのである。」 pp.605-6070 
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『英文鑑』においても、 5.2・1でみた Havingfinishθd…の例が 5.2・2と同様、挙げられて

いない。結果、原本とされる前者（5.2-1）の EnglishGrammarと照合すれば、かなり異同が

あることになる。これに対し、後者（5.2-2）と『英文鑑』においては、文法用語、概念、なら

びに例文（句）についても和蘭語と英語の対訳による例文（句）を照合の結果、すべて一致を

みることで『英文鑑』が EngeIschθゆraakkunst(5.2・2）を底本とした重訳で、ある証左といえ
よう。

また、例文に Admiredand applauded, he …が挙げられていることで participial

constructionという文法範培、用語についての記述がみられないものの、現用の「受動態の分

詞構文」用法の認識があり、その概念、定義がかなり定着していたことがわかる。

さらに、本書では、現用の「分詞構文」なる訳語こそ確認できないものの、上の例文 （Adm1白d
and applauded, he became vain.）の和訳として、助詞＜テ＞を補い、＜驚嘆サレ且コエヲ揚ゲ

称賛セラレテ 彼レハ ナリシ倣慢ニ＞の付注が確認できること、さらに、引用文の下線部

にみる解説＜添穿辞ノ義ヲ兼領スルカ故ニ＞から、こうした分詞に副詞句の働きがあるものと

捉え、当該期にあって、渋川の中で、すでに現用の分詞構文に係る認識がなされていたであろ

うことも明らかとなった。大いに評価されうる点ではないかと考える。

5.3『英吉利文典（木の葉文典）』について

5. 3-1 『英吉利文典（木の葉文典）』 22 (1865:30) 

〔思琶 TheElementary Catechisms, English Gra.欄 ar23)

Q: What is a Participle? 

A. A Participle is a word so called from the Latin （中略）, although it is considered 

to be a form of the verb, it partakes also of the nature of an adjective, and is 
sometimes called a Verbal Adjective. 
Q: Give an example of a participle? 

A. In the sentence a J:..立!1!l旦gstream 
Q: How many participles are there? 
A. There are two kinds of participles, the imperfect or active participle, as, 

盟韮-fng,and the perfect or passive participle, as，一盟主fi.

本書はQ&A問答式品詞解説による文法書である24。ここでは、例としてarunning stream、

walking、そLでwalkedが挙げられ、 participleなる文法範時も、その定義も確認できる。た

だ、現用の「分詞構文jに相当する概念、訳語、その例文（句）についての記述は一切、ない。

5. 3-2 『英吉利文典字類』 25 (1866）二頁

篇中所用客宇

!id_百盟d 規他動現（ママ）過知ラセシ処分 知ラセラレタル 自動（不移
行動詞） 26 

本書は 5.3-1 『英吉利文典」の簡易辞書とされ、その例文より抜出した単語をアルファベッ

22『英占利文典（通称「木の』長文典J）」慶J,L；元年（1865)（原題：ThθEθmθ＇ntaξYCatθchisms, Engh汐hGz'. 
London,1850) Q&A形工にによる英文典で、あるが、各品詞についての簡略な解説に憎まる。

23これまで、本書の著者名について不明とされてきたが、石原千里氏により初めて確認された。

I ThθEI.θ＇mθntary Catechisms, Engh・shGrammar, 1850 「伊芹利丈典』、『英六利文典』（木の葉丈典）
の原本」『英学史研究』（40）円本英学史学会、 20070pp. 37-53参照。
24本書と同じく、当該期、我が固に持ち込まれた英文法書（原本）では表題のみ円本語で書かれ、全文が英語

による覆刻版が多くみられた。後掲の『ピ子ヲ氏原板英文典』も、同様である。

25足¥r.梅景詩編『英吉利文典宇類」、伊月村今、慶応2年 (1866）。
井田氏（1970）は、これを「『和蘭丈典宇類』飯泉士譲選、安政3年（1856年）、山城崖作兵衛、束都書林の編
集方式を英学に転用した注解辞書である」と指摘する。

26他に、 acquired「慮分I得ラレタノレ、 added「慮分I附ケ加ヘラレタル等がみられる。（同、三頁）。
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ト！｜慣に並べ、これに訳を加え、簡略な文法的付注（partsof speech, inflectional form）をみる。

この点で、まさに原本（5.3・1）のparsing（梅景はこれを「部分（ケ）スルコトj と訳している）

が配慮された画期的な辞書を呈しているといえよう。ただ、統語関係には触れていない270

5.4『ピ子ヲ氏原板英文典』 28について

5. 4-1 ThθPrimary Grammar （原題） (1869: 142・143)

What is the participle, or participial mood ? How are participles parsed ? 
RULE XI Participles a四 pased[sic] : 

1. As adjectives and verb ; as, The ship，θnteringthe raoids, was wrecked. 
2. They may be parsed as noun and verbs ; as, 
The ship, upon enteringthe rapids, sunk, or 
Upon the ship’s θnteringthe rapids, it sunk, 

3.They may be used as adjectives alone, when they are called participial 
adjectives; as, The risin!!'and settin!!'sun. 
4. They may be used as nouns alone, when the [sic] are called participial nouns; 

as, The ris1刀gand setting of the sun. 

本書では、 participlesは 4種に分類される。単に adjectivesand verbの性質を兼ねた

participleの第一分類として、その例に Theship, entering the rapids, was wrecked.なる記

述をみる。ここに、 participialconstructionなる範培、用語はない。しかし、まさしく、これ

は、現用の「分詞構文」の例としてみてとれる。

筆者が調査した限りであるが、当該期にあって、我が国へ持ち込まれた英文法書（原書）の

中で、現用のparticipialconstructionと解される例文が記述されたのが、このT.S. Pinneoに

よる本書 ThθPrimaryGrammarであり、ならびに、後掲の G.P. Quackenbosによる 5.5・1

First Book in English Grammarであろうと推定するものである290

5. 4 2慶応義塾読本『ピ子ヲ氏原板英文典直書』 30 (1870）五十一～五十四頁

何デアルカ分詞又ハ分詞法ハドノ様ニサル＼カ分詞ハ解剖

規則第十一分詞ハサル＼解剖シテ形容詞市メ動調ト警ヘパ船

ガ進入リツ＼ 瀬ニサレシ破損コ＼デノ＼エントリングハ如ク形容詞

ノ一致ス輿シップ従フテニキソク第七而メ如ク動詞ノ支配ス

賓格ヲラピッヅナル従テニ規則第三ニ彼等ノ＼得ルサレ解剖シテ

賓名調市メ動調ト警へバ舵ガ於テ者λノル7ニ瀬ニ沈ミシ或ハ於
テ船ノ者λノル7ニ瀬ニ其ガ沈ミシコ＼デハエントリングハ成ル貫名
詞ト従テニ規則第三ニ彼等ノ＼得ルラレ用ヒシテ形容詞ト唯其

時ニハ彼等ガラル＼ 名付ケ分調状形容調 ト誓ヘパ昇ル慮ノ 而メ

没スル慮ノ 太陽コ＼デハライジング而メセッチングハアル分詞状形容

詞デ四彼等ハ得ルラレ用ヒシテ貫名詞ト唯其時ニハ彼等ガラ

ル＼ 名付ケ分調状名詞ノ 誓へパ昇ノル7 而メ 疫スノル7 ノ 太陽コ＼デ
ハライジング而メセッチングハアル分詞状名詞デ

本書の第一の例文に、適切な和訳＜船ガ進λグy、j頼ニ サレシ破損＞が与えられてい
ることから、現用の「分詞構文jにつながる副詞句の働きについて、訳者、永嶋貞次郎がすで、

に、十分に把握していたと考えられる。ただ、その用法に「形容詞而メ 動詞」とあり、そ

27井田氏（1970）は、これを「『和蘭文典宇類』飯泉士譲選、安政3年(1856年）、山城屋作兵衛、東都書林の編

集方式を英学に転用した注解辞書である」と指摘する。

28慶応義塾読本『ピ子ヲ氏原板英文典』尚古堂、明治2年 (1869)p. 1130 

29G. P. Quackenbos, First book in English grammar, New York, 18750 
30永嶋貞次郎語慶応義塾読木「ピ子ヲ氏原板英丈典直語』、尚古堂、明治3年（1870年）

解説ならびに、例文（句）とも片仮名交じりの和文だけで英文での記載はない。
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こに、渋川が指摘した＜添弄辞（筆者注：副詞）＞なる付注は確認されなし、310

5.5『格賢勃斯英文典直語』について

5. 5-1 First Book in English Grammar32 (1875: 60) 

What is a Participle ? 
A Participle is a form of the verb that generally qualifies or limits the meaning of 
a substantive, by assuming some action or state in conncetion with it. Thus ; 

Participles. an amusing story ; flowers withered by the heat. 

Is a participle ever used without a substantive ? 
Yes, and it is then said to be used independently ; as, 
“仇nθrallvsJJθa king:司 murderwill out. " 

本書では、単純分詞としての定義が明記されており、その例に amusing、witheredをみる
が、先述（5.3 1)のimperfector active participle、あるいは perfector passive participle 

なる文法用語の記述はない。

しかし、この形容詞的機能のほかに、動詞と接続詞の機能を兼ねた例文（Generallyspeaking, 

…）に大いに注視したい。ここでは、現用のparticipialconstructionなる語こそ与えられては

いないが、文法的付注（tobe used independently）がある。その意味するところは、元来、

分詞が持つ形容詞としての役割ではなく、主節から離れ、面rj詞句の働きを有する「独立分詞構

文j を指すものと解されるであろう。

5. 5-2 『格賢勃斯英文典直書』 33 (1870）六十四頁

分詞ハ何デアルカ

分詞ハ働詞ノヲ 造リ其レハ一般ニ其レト結ピ附キニ於テ アル働き或ノ＼有

様ヲ 取ル寸ニ因テ貫名詞ノ意味ヲ極メ 即チ極メル慮ノ｛働調ノ形造リ｝デ

アル分調一一－ an amusing story flowers witheredby the heat. 
仇 nerallvsρθakin!!. murder will out. 
一般ニ話ス寸デ 人殺シガ禿覚スルデアロウ

本書でも、 participleに纏わる概念、定義、またその例文（句）について、上掲の 5.5-1First 

Book in English Grammarのそれとすべて一致する。ただ、底本の 5.5・1に、現用のparticipial

constructionなる用語が明記されておらず、当然、ここでも、現用の「独立分詞構文jなる訳

語はない。

Gθnerally speaking；…lこっし、て、底本に倣い、例文は同じく確認でき、その和訳もく一般ニ
話ス寸デ＞となっている。底本（5.5-1）にみる解説部分（tobe used independently）につい

ては、手口訳がなされていないのはなぜか。

推測の域を出ないが、訳を担った南校助教により、～ingにあたる訳としてく話ス 7（筆者
注：こと）＞が与えられていることから、訳述者が単に、現用の「動名詞」と解した可能性も

否めないが、他方、〈話ス 7テ〉にみるように、助詞＜デ＞を補うことで、単純分詞ではなく、
何らかの独立した句（それが副詞句との十分な理解とは言えないまでも）が存在するであろう

ことを認識している可能性も否定できないように思う。となれば、その認識は十分にありなが

らも、解説部分（tobe used independently）が意味するところを把握するには、いささか無

理があり、単に、これを訳述しなかったのであろうか。

5. 6『ブラウン氏英文典直書』について

31『ピ子ヲ氏原板英文典直謹』における特記すべき事項については、拙稿（「幕末から明治初期の英文典にみる

「動詞の変遷に纏わる一考察」（『言語丈化の比較と交流』言語文化共同研究プロジェクト 2013、大阪大学

大学院言語丈化研究科） p. 29を参照されたい。

32G. P. Quackenbos, First book in English grammarタNewYork, 18750 
:J.1大学南校助教語『格賢勃斯英文典直語」明治3年（1870) 卜七頁。
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5. 6-1 ThθGrammar of English Grammars 34(1877: 149) 
Participles may be separated into two other classes : those which participate the 
properties of a verb and an adjective, and those which participate the properties of 
a verb and a noun. The latter are sometimes called gerundives. The following are 
examples of each : 
First Class. Verb and Adjective. 

He came runn1刀gvery swiftly. 
She, !ixiJlg, gave it me. [sic] The enemy, having been defeated. fled. 

Second Class. Verb and Noun 

Aftθr having vaidthe monev he retired. Before leavingthe city he paid his 
debts. 

5. 6-2 『ブラウン氏英文典直書』 35 (1884) 百八十～百八十一頁

分調ガ、更ニ、二ツノ階級ニ マデテ 分タレ得ル、其レ等ソレハ動調而シテ形容

調 ノ 性質ヲ分ケ取リスル｛所ノ｝其レ等、而シテ其レ等ソレハ動詞而シテ

名詞 ノ 性質ヲ分ケ取リスル｛所ノ｝其レ等、第二ノ階級ノ其レ等ガ時トシテハ

動詞上名詞ト 名ケラル＼（ママ）、次ノモノガ各＼ノ例デアル、

第－p~ヒ級、 動調而シテ形容詞

He came running very swiftly.彼ハ来リシ若グァ、甚ダ速ニ
She, !ixi!1£. gave it me. 彼ノ女カ死スル所デ？輿へシ其レヲ迄デ余ニ

The enemy haη：n!! been defeated fled. 敵カタ所デレ蹴ラ逃レシ

第二階級、 動調市シテ名詞、（動詞上名詞）

After having paid the money he retired.彼ハダブノ弗グ金銭ヲ彼レガ退キシ
Before fθavingthe city he paid his debts. 
前退ク寸ノ 市街ヲ彼レハ梯ヒシ彼レノ負債ヲ

6. Participial Constructionに纏わる訳語類型の分析結果

本稿では、おもに、幕末から明治初期までの訳述英文法書とその底本、あるいは、翻訳の際、

依拠したであろう原書とを照合することで、両者にみる異同に注視し、比較、調査を行った。

その類型分析結果から、まず、participialconstructionといった範時そのものが、英学繋明期、

我が国に輸入、翻刻された英文法書（原書）において、扱われておらず、それに相当する文法

用語も記載されていないことが判明した。したがって、その訳述英文法書においても、その概

念、定義について触れたものはほとんど皆無であった。

しかし、先述した Quackenbos(1875）において、唯一、 participle「単純分詞」の用法と

は明らかに区別された、別の機能を持つ～ing形の存在が認識されている。そこでは、的確な

文法用語ではないものの、用語らしき記述がみられた。当該箇所を以下、確認する：

Yes, and it is then said to be used independently ; as, 
“Generallv sveakin!!. murder will out.” 

ここでは、分詞が元来もつ名詞に係る形容詞的機能ではなく、意味機能の観点から、動詞と

接続詞の機能を兼ねた、副詞句として独立した働きがあることを明示している。例文

（“仇nerallvsvθakin！！. …”）では、今日いうところの「独立分詞構文」に相当する例が

Quackenbos (1875）の本書において、確認できるのである。

一方、その訳述書 5.5.2『格賢勃斯英文典直語』において、上で触れた tobe used 
independentlyのくだりについて、訳述者である南校の助教による訳出はみられず、当然、「分

詞構文」なる訳語もない。しかし、先述の通り、その例文Generallvsvθakin!! ....では、盟丑三
デ＞を添え、これを面｜｜詞句と解した和訳〈一般ニtflf7.アデ人殺しシガ発覚スノレデアロウ（生存者注：人

34Goold Brown, The Grammar of English Grammars、NewYork, 18770 
35中両範謹『ブラウン氏英文典直語」二書房、明治 17年（1884）。
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殺シハバレルモノダ）〉が確認された。

したがって、当該期にあって、我が国に持ち込まれた英文法書（原書）の中で、 participial

constructionなる文法用語ではないが、 tobe used independentlyとの文法上の付注に加え、

はじめて、その例文が明示された原書が Quackenbos,Fir8t Book in English Grammarであ

ろうとの分析結果を得た。また、訳述書のひとつとして、「分詞構文」なる現用の訳語こそ確

認できないものの、「単純分詞」以外の分詞（副詞句をなす分詞）として認識され、助詞「デj

を添えることで、面｜｜詞句を反映した和訳が初めてみられたのが、その訳述書『格賢勃斯英文典

直課』であろうとの結果も得られた。

ただ、ここでは、上掲書『格賢勃斯英文典直謹』が、面rj詞句をなす分詞用法が認識された訳

述書のひとつであろうと推定するに留めたい。同書（『格賢勃斯英文典直謹』）が訳述される三

十数年前、先述の『英文鑑』においても、「分詞構文」に当たる訳語は見受けられないものの、

「分詞」の項で挙げられた例文の中で、『格賢勃斯英文典直課』と同じく、面｜｜詞句と解した和

訳が与えられていることを、筆者は高く評価したいと思うからである。

“Admired and applauded, he became vain.，，につし、て、訳者、渋）｜｜は、助詞くテ＞を添え、

〈驚嘆サレ且コエヲ揚ゲ称賛セラレテ彼レハナリシ倣慢ニ〉の和訳を付している点で、これ

を面｜｜詞句と解していることが明白であろうと考える。

くわえて、「分領辞」なる訳語に加え、按丈として「添名辞及ヒ添穿辞（筆者注：現用語「副

詞J）ノ義ヲ兼領スルカ故ニj と明記している点に注視したい。

“Admired and applauded, he became vain.”では、主節の前applaudedで、コンマが付さ
れていることから、渋川は訳文に助詞＜テ＞を添え、副詞的な意をもって、これを次の主節に

かけた訳を添えている点である。

当該期、分詞が共有する特質は、通常、名詞に係る「形容詞的機能」と捉えていたであろう

ことは、先の検討結果からも明らかとなったが、その中にあって、上の例にみる過去分詞

(Admired and applauded，） には、他の意味機能をも有する働き（今日の「副詞的機能」に

あたる）があることを、渋川がすでに把握していたのではないか。くわえて、その例文の和訳

から、同義の面｜｜詞節による書き換えが可能であることも、渋川にいささかの認識があったとな

れば、その洞察力は高く評価されるのではと考える。

さらに、明治期に入札『格賢勃斯英文典直謹』の刊行とほぼ時を同じくした『ピ子ヲ氏原

板英文典直謹」で検討した例文の和訳＜船ガ進λグァ、 瀬ニサレシ破損＞ならびに、『ブラ

ウン氏英文典直語』にみる例文（She,!iJi!lg,_ gave it me. [sic］）の和訳（＜彼ノ女カヰ三牛耳

デ輿へシ其レヲ迄デ余ニ〉）においても、同じく、現用の訳語「分詞構文」は創出されて

いないものの、いずれの訳述書においても「副詞句をなす分詞J（「分詞構文jに相当する）に

纏わる概念をすでに把握していたことを反映した訳といえるのではなし、かと考え、これを以て、

本節、類型の分析結果としたい。

7. おわりに
本稿の意図するところは2つのテーマであった。まず、調査対象とした英学繋明期において、
現用の文法用語participialconstruction、ならびに、「分詞構文」に相当する概念、訳語の推

移について、原書とその訳述書とを照合の上、その異同に注視し、調査、検討することであり、

つぎに、定訳となった「分詞構文」なる用語が斎藤秀三郎により創出されるに至るまでの訳述

起源についても明らかにすべく、探究しようとするものであった。

前者については、その分析結果が得られたのではなし、かと思う。しかし、後者である斎藤

(1898・99）で初めて用いられたparticipialconstructionなる用語、さらに、同じく斎藤（1949)

で宛がわれ、定訳となった「分詞構文」なる訳語の創出起源については、本稿の中で明らかに

することはできない結果となった。

今日のparticipialconstruction 「分詞構文」に相当する例文が確認されながらも、分詞の面｜｜

詞的用法として区別されることなく、一連の形容詞的用法として、扱われていたと考えられる。

したがって、本稿第4節で検討したスウィート（1891）の見解によれば、当該期の原書において

constructionとしての十分な組織化がなされていなかったことが考えらる。

筆者が行った本検討結果からも、同じ結果が得られたように思う。調査対象とした限りであ

るが、当該期、我が国に持ち込まれ、翻刻された英文法書（原書）における、すべての～ing
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形は、動詞と形容詞を兼ねたもので形容詞的機能をもっ分詞、すなわち、単に現在分詞、過去

分詞と解されていたこと。したがって、当該期において、 participialconstructionにあたる文

法範曜は、こうした participle「単純分詞」の用法と区別されることなく扱われ、他の機能を

持つ～ing形（副詞句）の認識が十分になされていなかったことが明らかとなった36当然、その

訳述書に、斎藤による定訳「分詞構文j なる用語も確認できないことになる。

しかるに、なぜ、斎藤は如何なる原書に依拠した上で、先述の PRACTICALENGLISH 
GRAMMAR (1898-99）において、 participialconstructionなる範晴、用語を採り上げ、これ

に解説を加え、さらに、『新標準英文典（下）』（1949）の中で、定訳となった「分詞構文」な

る訳語を案出したのであろうか。

この疑問を明らかにするには、本稿の調査対象とした明治初期までに限らず、明治中期以降

に輸入、翻刻され、我が国の英学に大いに影響を及ぼしたであろう、スウィントン（W.Swinton）、

メイソン（C.P.Mason）、 ベイン（A.Bain）、ネスフィールド（J.C.Nesfield）さらに、ブリ

ンクリ（F.Brinkley）、チェインパレン（B.H.Chamberlain）等による英文法書（原書）なら

びに、それらの訳述英文法書についても、さらなる調査対象に組み入れる必要があろうことを

付記して、本稿の結びとしたい。
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